
合志市 令和８年第３回定例記者会見 次第 

日時：令和８年８月２５日（火曜日）１４時００分～ 

場所：合志市役所 避難所① 

 

１．開会 

・市長あいさつ 

合志市長 荒木 義行 

２．令和８年熊本地震について       

 

３．主要事業進捗状況について  

  ・妙泉寺公園リニューアルについて         

  ・御代志市民センター長寿命化改良工事について 

 

４．補正予算事業説明 

令和８年第３回合志市議会定例会提出一般会計補正予算説明  

 

５．その他トピックス  

（１）合志市民まつりについて 

（２）バーチャルウォーキング大会について 

（３）介護予防講演会について 

（４）認知症啓発イベントについて 

６．質疑応答  

 

７．閉会 
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令和８年熊本地震に伴う災害対応

【地震の概要】
・7月28日16時27分頃、熊本県内において宇城地方を震央とした最大震度７の地震が発生。
・合志市では最大震度６弱を観測。
・7月28日から8月２１日までで県内で震度1以上を観測した回数は６９２回。現在も地震は継続している。

【地震の範囲】

（気象庁HPより）

２、避難者の推移
・今回の避難期間（7月28日～8月3日）において、避難者数が最大と
なったのは7月28日の22時で154人が避難した。
・日中は10〜20名程度まで減少するものの、夜間には40〜１5０名
程度まで増加する傾向があり、「夜間の安全確保」を目的に避難する
傾向が見られた。
・今回、指定福祉避難所として 「ふれあい館」を開所し、個別配慮が必
要な方への対応を実施した。

３、被害報告
・人的被害や施設の全壊、半壊等の被害については現在調査中。
・市関連施設等に空調冷却水漏水による浸水、天井の破損、壁面のひ
び割れ等、地震による被害が確認された。
➤被害施設については、修繕等の対応を実施予定。
・市内の一部地域の水道で濁水が発生。 ➤応急給水を実施。

４、被災者支援
・7月３０日より罹災証明書及び被災証明書の申請受付を開始。
・災害救助法の適用に伴い、今後、被災者支援の内容が拡充される
場合は支援対象者に案内予定。

【市の対応】
１、市の体制
・地震発生直後に、市災害対策本部を設置。同日17時に第1回の災害
対策本部会議を開き、今後の対応について協議。
（各部署の業務把握、被害状況の確認、避難所開設等）
・8月3日に市災害警戒本部を解散。通常勤務体制に移行。

◆支援内容（8月21日時点）◆
・罹災証明書受付件数：３２１件 ・被災証明書受付件数：５０件
・災害廃棄物の処分手数料の減免件数４件 他、応急対応等
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■公園全体の⾧寿命化
⾧寿命化改修工事の実施により老朽施設を一新し、これからもずっと

安心・安全に遊べる公園へ

■大人気遊具の刷新
⾧年親しまれてきた複合遊具などをリニューアル

■インクルーシブ遊具の新導入
障がいの有無などに関わらず、すべてのこどもたちが一緒に遊べる

インクルーシブな「遊びの場」を整備

■安心・安全な環境整備
東屋などの休憩施設を改修し、多世代が快適に過ごすことができる空間へ

※あくまでイメージであり、実際と異なる場合があります。
【公園概要】
名 称：妙泉寺公園
所在地：合志市須屋

【スケジュール】
令和８年７月：公園施設⾧寿命化改修工事 着工
令和９年３月：工事完了（予定） ※工事期間中の公園利用は可

遊具改修イメージ
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令和８年度９月補正予算の概要

令和８年8月25日（火）
合志市総務部財政課
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令和８年度９月補正予算の概要

【補正規模】 （単位：百万円）

・現計予算額 33,134（①）
・今回補正予算額   687（②）

９月補正後予算額（①＋②）  33,821

（財源内訳） 国県支出金：▲181百万円、起債：▲4百万円
 その他：▲2百万円、一般財源：875百万円

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わないことがある
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令和８年度９月補正に係る主な事業

○ 令和８年熊本地震への対応や、当初予算編成後の状況変化によって対応が必要となった事業につい
て、補正予算を計上

（主な内容）★：個別資料あり

Ⅱ 福祉の健幸

Ⅲ 教育の健幸

Ⅳ 産業の健幸

Ⅴ その他

1 御代志市民センターの長寿命化改良工事 ★
 2億47百万円（25百万円）

1 VR技術を活用した認知症の体験型啓発研修 ★ 
             1百万円（-）

1 50歳代の新規就農への支援 ★
4百万円（2百万円）

2 市内事業者が行う６次産業化等への取組み支援 ★
1百万円（-）

2 令和7年度国県補助金等の実績確定に伴う返還金
 1億86百万円（1億86百万円）

※（）内は一般財源

介護保険特別会計

1 決算剰余金の一部積立に要する経費
3億44百万円（3億44百万円）

Ⅰ 令和８年熊本地震への対応 66百万円先議

令和８年熊本地震で被災した公共施設等の修繕に
要する経費
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Ⅱ-1 VR技術を活用した認知症の体験型啓発研修
【福祉の健幸】

⚫ 従来の「ささえ愛ネットワーク模擬訓練（徘徊模擬訓練）」の『見守り・保護』という支援者側の視点から、本
人の意思と尊厳を尊重する『本人視点』への認識転換を図る

⚫ VR疑似体験学習を通じて認知症を本人視点で「自分事」として捉えることを促進し、共生社会の実現を目
指す

拡
予算額428千円
高齢者支援課

【介護保険特別会計】

現状・課題 事業概要

【現状】
・令和6年1月に認知症基本法が施行さ
れ、認知症の人の尊厳を保持し、本人の
視点を尊重した施策を推進していくこ
とが、自治体に求められている

・合志市では、支援者の視点に主眼を置
いた「ささえ愛ネットワーク模擬訓練」
を平成22年度から実施

スケジュール

○全体事業費：428千円

〇事業内容   ：VR疑似体験プログラムを活用した認知症体験会の開催
（約９０分の研修プログラムで、８０名規模での開催）

○負担割合  :国10/10

○事業期間   ：令和8年度

【課題】
・高齢化に伴い、認知症の人の数が増加
 している中、従来の支援者側の視点だけ
でなく、本人の意思と尊厳を軸に据えた、
「新しい認知症観」の理解促進が重要

・VR技術等を活用し、若い世代も含めた
 多くの市民に対し、認知症を自分事とし
て捉えることが必要

令和8年度

7月 8月 9月 10月 11月

国の内示（予定）

議会上程（9月補正）

VR事業者 契約締結

VR認知症体験会 開催

認知症施策推進事業補助金活用予定
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Ⅲ-1 御代志市民センター長寿命化改良
【教育の健幸】

拡 予算額246,091千円
生涯学習課

現状・課題

【現状】
○築後40年が経過し、建物、設備
の更新時期を迎えている
〇高齢者や障がい者、子育て世代な
ど、市民が快適に利用できるための
動線や設備（多機能トイレなど）が求
められている
〇御代志駅周辺では土地区画整理
事業や商業施設の開業が進んでお
り、周辺人口や利用ニーズの増加が
見込まれる

【課題】
〇建物、設備更新による施設長寿
命化及び維持管理経費の削減
〇災害時の避難所として安全性・
避難所環境の向上
〇バリアフリー化などにより安心・
快適に利用できる拠点施設として
の機能強化

○全体事業費： 616,738千円
補正予算額246,091千円及び債務負担行為限度額３７０，６４７千円

○事業内容 ：
建物・・外壁防水、屋上防水改修
設備・・空調、照明、トイレ洋式化改修等
バリアフリー化・・誰でもトイレ、オストメイト
ユニバーサルデザイン化・・案内板サインなど

○負担割合  :市10/10（起債額 554,900千円）
○事業期間  ：令和８～９年度

事業概要

スケジュール

年度 R8 R9

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

講堂改修
（R8当初予算）

長寿命化改良
（R8．9月補正）

※R9.2月から体育利用のみ再開予定

⚫ 御代志市民センターは、市民の生涯学習や地域づくりの拠点として活用されており、建築40年を経過

⚫ 土地区画整理事業による街区整備や生活利便施設の立地により人口が増加している地域にあり、利用
ニーズに増加が見込まれることから、交流拠点としての機能強化を含めた長寿命化改良工事を実施
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Ⅳ-1 50歳代の新規就農への支援
【産業の健幸】

新
予算額3,700千円

農政課

現状・課題 事業概要

【現状】
・半導体関連産業の集積が進む中、持続
 可能な農業への取組みの重要性が高
まっている

・若年層を中心とした農業後継者の確保
だけでなく、50歳以上の就農希望者へ
の一貫した支援策が求められている

【課題】
・49歳以下の新規就農者を対象とした支
 援制度が充実している一方で、50歳以
上の就農希望者への支援は限定的

・県実施の中高年就農研修事業への上乗
せ支援等を実施することで、年齢による
 支援格差を補完することが必要

イメージ図

【中高年就農研修支援事業】
〇全体事業費：1,200千円
〇事業内容：県の認定研修機関で研修を受ける方への支援（※1月当り10万円）

〇負担割合：県1/2、市1/2（県への上乗せ支援）
〇事業期間：令和８年度～

【中高年就農初期投資支援事業】
〇全体事業費：2,500千円
〇事業内容：認定農業者が行う、機械・設備等の導入を支援

（※補助対象事業費上限額5,000千円）

〇負担割合：県2/6、市1/6、本人3/6 〇事業期間：令和８年度～

中高年就農研修支援事業 中高年就農初期投資支援事業

対象者
県内で独立自営就農を目指す、就
農時の年齢が50～59歳の方

就農時の年齢が50～59歳の認
定新規就農者又は認定農業者

支援対象
県の認定研修期間で研修を行う際
に支援

①機械・施設等の取得、②家畜の
導入、③果樹・茶の新植・改植、④
農地等の造成、改良又は復旧

⚫ 半導体関連産業の集積が進む中、持続可能な農業への取組みを支援し、農業振興と産業集積のバランスの
とれた施策実施が重要

⚫ 特に、50歳以上の新規就農希望者の研修に要する経費や、機械・設備等の導入を支援し、新規就農者全体
への支援を実現
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Ⅳ-2 市内事業者の６次産業化等の取組みへの支援
【産業の健幸】

⚫ 熊本県が実施する「『食のみやこ熊本県』創造コンソーシアム推進事業」を活用し、市内事業者が行う、県産
農林畜水産物のブランド化や加工品の開発等の６次産業化等の取組みを支援

⚫ 支援を通して、加工の原料となる地元農産物の高付加価値化や需要拡大等が起きることにより、農業を基
軸とした新たな地域ビジネスの創出の他、加工品が市の特産物となることで地域経済への還元が期待

新
予算額500千円
商工振興課

現状・課題 事業概要

【現状】
・農商工連携推進の取組として、地域ブラ
ンドの推進や６次産業化に取り組む事業
者への補助金交付等を行っている

・平成29年には、地域の産官金が参画する
「クマモト未来型農産業コンソーシアム推進
協議会」の設立に携わり、継続して活動支
援を実施 イメージ図

○全体事業費：500千円
〇事業内容   ：コンソーシアム内の生産事業者と加工事業者が連携して行う、

地元農産物のブランド化や加工品の開発等を通した、６次産業
化等の取組を支援

○負担割合  ：国1/4、県1/4、事業者1/2
○事業期間   ：令和８年度

【課題】
・６次産業化等の取組が活発になることで、
市内事業者の所得向上だけでなく、地域
経済への波及効果も期待できることから、
市として気運醸成に向けた働きかけを強
化することが重要

「食のみやこ熊本県」創造コンソーシアム推進事業補助金
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ステージでは、毎年大人気のキャラクター
ショーや市民団体によるステージショー、フィー
ルドでは、「こどもお仕事体験ランド」をメイン
に、市のPRブースや市商工会による食と物販
ブースなどを企画しています。
また、楽しんで学べる「合志市エコまつり」も

同時開催します。

日 時

場 所 熊本県農業公園カントリーパーク
（合志市栄3802-4）

令和８年11月1日(日曜日)
９時開場～１５時閉会（予定）

※写真は一部昨年の様子です
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バーチャルウォーキング大会2026in合志市
概要・背景

内容紹介

【お問い合わせ先】
市長公室 秘書政策課
TEL：096-248-1028
MAIL：seisaku@city.koshi.lg.jp

効果・展望

平成27年に健康寿命の延伸を実現するため、産学官が連
携し「ウエルネスシティこうし」を設立。市民が自ら
「健康」や「運動」に関して「気づき」、「行動し」、
「継続する」ことを目指し事業を実施しています。
例年開催しているウォーキング大会を今年も開催します。

開催期間（歩数計測期間）10月1日～12月25日
申込期間 8月25日～9月25日
参加定員 600名（個人・団体含む）
設定目標 1日8000歩（達成日数に応じた抽選会を予定）
参  加  料 1,000円（団体は3名で3,000円）

3ヶ月間の歩数を競う大会で、健幸都市こうしの実現に向
け、運動習慣の定着を目指します。

参加には健幸応援アプリ「うぇるこ」
のダウンロードが必要です。

共催：合志市
協賛：東京エレクトロン九州株式会社、

合志技研工業株式会社、ダイドードリンコ株式会社、
ゼビオ株式会社、大塚製薬株式会社、
JA菊池西合志中央支所、熊本酪農業協同組合、
うさぎ農園、
フィットネス＆コミュニティ「コレカラダ」、
甲斐整骨院、株式会社コスギ不動産ホールディングス

ウエルネスシティこうし
ホームページ

市長公室 秘書政策課

TEL：096-248-1028 MAIL：seisaku@city.koshi.lg.jp

お問い合わせ先

オンラインで気軽に参加できる健康づくりの取組として、

「バーチャルウォーキング大会2026in合志市」を実施します。

個人や団体で参加でき、スマートフォンやウェアラブル端末な

どの活動量計を使って記録した歩数を競い合います。

開催期間終了後は、目標達成日数に応じた抽選会を実施します。

日頃の運動習慣の定着に向け、参加をお待ちしています。

開 催 期 間 令和8年10月1日～12月25日

申 込 期 間 令和8年8月24日～9月25日

参 加 定 員 600人

一日の目標歩数 個人 8,000歩/団体 24,000歩

参 加 料 個人 1,000円/団体 3,000円（３人１組）

App store Google Play

アプリの
ダウンロードは

コチラ

バーチャルウォーキング大会概要

主催：
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介護予防講演会の開催

市長公室 秘書政策課

TEL：096-248-1028 MAIL：seisaku@city.koshi.lg.jp

お問い合わせ先

いつまでも生き生きと自分らしくすごすために

は、ご自身の基礎体力を向上させ、認知症や脳卒

中を予防する力を身に着けることが必要です。

長嶋茂雄氏の社会復帰に大きく貢献された酒向

正春先生を招き、筋肉・骨・脳・食事といった広

い視点で健康増進について学ぶ機会を設けました。

講師考案の「サコーメソッド」の実演も予定し

ています。

開 催 日 時 令和8年10月1日（木）10:30~

申 込 期 限 令和8年9月14日まで

参 加 定 員 600人 事前申込・先着順

健 康 測 定 握力、InBody、zaRitz

参 加 料 無料

場 所 ヴィーブル 文化会館
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語りと映画でつなぐ、私たちの未来
～認知症啓発イベント開催～

©2025「父と僕の終わらない歌」製作委員会

くまもと
オレンジ大使

松本 力さん 牛島 勇人さん

「くまもとオレンジ大使（認知症本人大使）」による
トークセッションと、父と息子の絆を描いた映画『父と
僕の終わらない歌』を上映します。認知症になっても住
み慣れた地域でいきいきと暮らすためのヒントが詰まっ
たイベントです。

場 所 合志市総合センター「ヴィーブル」文化会館

参 加 費 ５００円（当日お支払いください）

申込締切 令和８年８月２８日（金曜日）

申込方法 電話または申込フォーム

申 込 先 合志市社会福祉協議会

地域福祉課 096-242-7007

日 時 令和８年９月１２日（土曜日）

午後１時30分～４時30分

健康福祉部 高齢者支援課
  096-248-1126
  kourei@city.koshi.lg.jp

お問い合わせ先 お申込み
フォーム
二次元
コード
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